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のX線構造解析の結果， n 2 には 2 種の結晶変態 (α およびβ) が存在し両者の分子構造は大きく
異なり，特にビフェニル基の内部回転角は β で共平面であるのに対して α では480 と大きくねじれて
いる。ビフェニル基がねじれ構造をとると420cm -1 にラマンバンドが出現するが このバンドはメソ
ゲンとしてビフェニル骨格を持つ液晶性分子全般ついてねじれ構造の存在を確認する目安として用い
ることができる。 n1 ， n2-β およびn3 は互いに isomorphous な構造で，熱膨張などの性質は良
く似ているが，液晶相に転移すると異なった挙動(液晶相の種類，層間隔の変化など)を示す。 n2-
α は加熱により， α→ β→液晶相と相転移し，この間，分子形態はねじれた構造 (α) から共平面





ここで， n = 6 , R=CH 3 を 6 ， 6 -F L C(Me) , n=10 , R=CH 3 と C 2 H 5 をそれぞれ10 ， 10-F 
L C (Me) , 10, 10-F L C (Et) と略す。
6 , 6 -F L C (Me) の場合キラルスメクチック C (Sc.) →コレステリック (Ch) 強誘電相転
移において層状構造の変化の他に分子の内部構造が著しく変化し，液晶相では分子が決して剛体的に




























液晶相 (8よ)へ転移しついで常誘電液晶相 (Ch) へ移る。この場合，層状構造と共に分子内部構
造も変化することを示した。
(3) 強誘電液晶分子の基本構造を側鎖にもつ高分子はモデル化合物とは異なったより規則正しい層状構
造を形成することを明らかにした。
以上のように候君の研究は高分子液晶について初めて本格的な分子レベルの構造解析を行って多くの
新しい事実を見出したもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるO
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